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「主体的な姿を引き出す授業作りシート」の開発
～児童・生徒の特性タイプに注目して～（３年間の研究のまとめ）
１年目 知る

２年目 整える

３年目 深める

目的
①授業観察の視点を統一する。
②主体的な姿とそれを引き出し
ていた要因を考える。

目的
①グループでの主体的な姿を定義
する。

②主体的な姿を引き出すために
教師ができることを考える。

目的
①主体的な姿を見出すのが難しい
児童･生徒への支援を考える。

②誰が見てもわかる支援アイデア
を提示する。

授業観察シートの作成 主体的な姿を引き出していた
３つの要因の整理

児童･生徒を５つのタイプに分類 教材･教具/教師の対応/環境に注目して
タイプ別に支援を考えてまとめた

教師は児童･生徒が
「何をするのか」ではなく
「何を考えているのか」に寄り添う

グループで考えた主体的な姿は

教材・教具 教師の対応 環境

授業観察シートを縮小
印刷して貼り付ける

授業観察シートを縮小印刷
して貼り付ける

成果① 成果②

成果① 成果②

成果① 成果②

「児童･生徒が
自分で考えて、何かしら発信した姿」

児童･生徒の特性や行動、考えをありのままに把握して受け入れる。
児童･生徒、一人ひとりが「できること」を考え、授業作りや関わり方を変えていく。

主体的な姿を引き出すためには

まとめ

主体的な姿を引き出す
授業づくりシート

授業観察シート

授業観察シートを縮小印刷し
て貼り付ける


